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◆強度信頼性技術者の必要な技術，学術分野とは？  
◆SI 単位系と工学単位系の違いは？ 
◆荷重，負荷，外力の定義，違いは？ 
◆材料力学，弾性力学の違いは？ 
◆材料力学，弾性力学の具体的な適用例と比較は？ 
◆降伏条件と降伏曲面の違いは？ 
◆有限要素法の適用例と注意点は？ 
◆応力拡大係数 K とは？ 
◆事故解析の手順とは？ 
◆事故解析の手法とは？ 
◆フラクトグラフィとは？ 種類・適用例は？ 
◆種々の負荷下での材料の破損限界基準，強度評価は？ 
◆疲労損傷の機構とプロセスは？ 
◆腐食疲労の特徴，機構とは？                        

Ｑ＆Ａ 一部抜粋 

◆フレッティング摩耗と通常の摩耗の違いは？ 
◆フレッティング摩耗の実例，計算例とは？ 
◆フレッティング疲労損傷の防止法とは？ 
◆破壊力学的強度評価法とは？ 
◆特定位置応力法による疲労限の予測法と適用例とは？ 
◆ねじ締結体はなぜゆるむのか？ 
◆ねじ締結体の設計手順とは？ 
◆リベット締結の種類，特徴，使い分けとは？ 
◆ピン締結の種類，機能，用途，材料などは？ 
◆継手にはどのような形式，種類があるのか？  

接合方法（溶接，機械的接合（リベット，ねじなど）， 
接着接合）の違いとは？ 

◆溶接構造物の継手形状ごとの強度評価法とは？ 
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4.3 事故解析の手法，破面解析                  
4.4 破損の分類                         

著者：服部 敏雄、成瀬 友博 


